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はじめに

北原（1918）は－I魚群は潮目に集まる’’という法則を発見し，その後潮目の研究が盛んになり・

UDA（1938）の有名な研究がなされた。

異水塊が接すれば，そこには潮目が形成され，特に鹿島灘のように黒潮系水と，親潮系水とが直

接接する海域では顕著な潮境が形成される。

ここで潮境一魚群の関連を研究するに当っては，冷水の侵入が問題となり，これを予測すること

は電要な課題である。

海況予測は古くは東北における冷害対策の一環として，気象庁が中心になり夏期の海況を予測す

ることから始まった（竹内，1957）。

戦後は気象庁，水産庁が夫々独自の立場で海況予測をするようになったが，予測は総観的なもの

であって，沿岸域の漁場を予測するためには，あまり参考になっていないきらいがあった。そこで

地方水式では地先の海況を予測するようになってきた。

この報告は，当水試で実施してきた2，3の予測の手法（特に冷水の南下を予測する手法）につ

いて報告することを目的としている。

常磐南部から鹿島灘への親潮系水の直接の侵入が見られるのは冬・春期（1～6月）であり・こ

の時期は沿岸重要魚類の越冬・産卵期として重要であることは知られている（渡部・1975）0この

ような時期に冷水が当海域へ侵入してくることは，生物に対して与える影響が大であろうことを推

測することは難くない。

当海域における冷水と漁況との関係については，堀（1975），山崎ら（1976）の報告がある。

本報告に使用した資料は，当水試が毎週干り行している「海況速報」のうら1972年から1980年ま

での9ケ年分および剰ヒ区水産研究所が毎月刊行している「東北海区漁場海況概報」・漁業情報サ

ービスセンターⅢ行の「漁海況速報」1963年～1980年のうち2月，10月の100m深水温分布図

が載っているものである。

結果と考察

◎2月の10　nm深水温位置からその後の親潮系水南下を予測

冬期の冷水南下には，北から南へと時間的なづれ（Timelag）がある（久保，1975）。常磐

南部海域に冷水の侵入が見られるのは2月中旬以降（1963年，1975年は2月巾旬以前）であり・

－103一



2月上旬では冷水の先端（100m深水温5℃）は常磐北部から三陸近海にある。

第1矧は2月の1nOm深水温5℃ぉよび10℃の先端位置をプロットしたものである。1963年から

1980年の18叶闇で，常磐南部海域まで冷水が南下したのは，1963年，1965年，1971年，1974

年，1975年・1977年，1978年，の7回があり，そのうち1963年，1974年，1977年の3恒」は非

常に強いものであった。ここで冷水が強いとは，当海域にわいて，100m深水温が5℃以下で，そ

の面積が広い場合を定義づけた。

この図から次のような憤向があるといえる。

（1）2月の100m深水温5℃の先端位置が370N以南にあり，しかも100m深水温10℃の先端位

置との間隔が接近している時は強い冷水の南下がある（1963年，1974年，1977年）。

（2）2月のiOUm深水温10℃の先端位置が36．5じN以南にある時は冷水の南下がある（（1）の年，

1965年，1975年）。

（3）2月の1007几深水温5℃の先端位置と100m深水温10℃の先端位置との間隔が接近している時

は冷水の南下がある（（1）のイ「，1978年）。

1963　64　65　66　67　68　69　70　7172　73　74　75　76　77　78　79　80（坪）
○　　　●　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　〇　〇　　　〇　●

0…・非常に強い冷水南ド

0－－－－　冷水南「

第1図　2月5℃，10℃最南端位置（100m層）。

◎10月の100m深水温50Cの先端位置から翌年2月の100m深水温5℃の先端位置を予測

函館海洋気象台では東北海区における冬期（2～3月）と夏期（8月）の中冷水の面積には正

の相関があることから，冬期の中冷水の面積より夏期の親潮第1分枝の広がりを予想している

（小村・1975）。また，親潮第1分枝の南下流量は冬期と夏期では正の相関を示しているので，

冬期の南‾卜流量から夏期の南下流号を予測できるとしている（小村．1975）。

第2凶は敢北海区における1440E以西での10月の100m深5℃の先端位置と翌年2月のそれ

との関係を示したものである。縦軸に10月の位置，横軸に2月の位置がとってあり，両者は高

い正の相関を示している・：椙関係数＝　r＝0・83　N二ユ7・回帰直線式　y＝0．62Ⅹ＋16．55）。

この手法は当海城への冷水南下を予剰するのに時々使用されている（久保，1977，1979，1980）。

この図より，10月に冷水が北にある年は翌年の21」にも冷水は北にあり，10月に冷水が南下
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している年は，翌年の2月

にも冷水は南下している傾

「白」があるということができ

る。

◎前年の海況パターンか

ら翌年の海況パターンを予

測

海況のパターンから海況

を予測する方法は，函館海

洋気象台が冬期の暖水塊の

分布パターンから夏期の暖
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第2図10月と翌年2月の5℃（100m深）の南端位
置の関係，図中の数字は10月の年次。

水城の広がりを予測するた

めの手法として用いている（函館海洋気蒙台，1975，小村，1975）。

第3図は当水試干し行の「海況速報」の表面水温分布図からフロントの位置により海況を3つのパタ

ーンに分類したものである。0パターンは低温水が舌状に当海域へ侵入している場合（冷水吉型）

であり，Kパターンはフロントが南北に形成されている場合（黒潮分派型）である。Wバターンは

南から暖水が舌状に張り山している場合（暖水舌型）である。これについては筆者ら（1981）が

すでに発表してある。
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第3囲　海況パターンの分類（模式図（l二）と実際例（下））。
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第4図は上記海況パターーシの年間変動サイク

ルを示したもので，すでに発表した図（1981）

に1979年，1980年を付加したものである。

これを見ると・秋期に0パターンが出現し

た年の翌年の冬・春期には0パターン（冷水

の侵入）が出現し，秋期に0パターンが出現

しない年の翌年の冬・春期には，0パターン

が出現していない。このことは，前記の10月

の川0m探5℃の先端位置と，平年2月の100

m深5℃の先端位置とが高い相関があること

と一致している。これより秋期に0パターン

が出現した叶の翌年の冬・春期にはやはり，

ロバタ】ン（冷水の侵入）が出現するであろ

うという予測ができる。
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第4図　模式的にみた海況パターン

の変動年間サイクル。

◎黒潮大蛇行の消滅から剰ヒ海区の親潮系水の南下を予測

二谷（1969）は紀州・遠州沖の冷水塊の沖側を迂回する黒潮流路の蛇行状態（冷水塊の出現場

所，規模，持続期間）より黒潮流路をA，B，C，D・Nの5型に分類した（第5図）。このうち

A型の時の冷水塊は特に大型で，持続も長くなっ

ており，消滅期の移行順序はA→C→D→Nと

なるとしている。

増沢（1965）はこのような大型冷水塊の消滅

期には，冷水塊内の水が」ヒ方の親潮系冷水と連ら

なり，関東南方海域に異常低温が発生する可能性

のあることを示唆している。

表は1944年以降の黒敵大蛇打の消滅と東北海

区冷水優勢年とを対比させたものである。黒潮大

蛇行の消滅は岡闇（1978），東北海区冷水優勢年は

宇田（1969）上乗」ヒ水研（1974）より技拳した

ものであり，1969年以降のものには，海況図等

から筆者が選沢したものもある。

この表を見ると次のような憤向のあることが分かる。
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第5図　伊豆諸島近海での黒潮流蹄蛇行の
の型の分類（吉田閉三，1961工二

谷，1969を包括）。
（1）東北海区の冷水優勢年は2年連続する。

（2）黒潮大蛇子の消滅が冬・春期ならば，東北海区の冷水優勢年もその叶に出現する。

（3）黒潮大蛇行の消滅が夏・秋期（7～12月）ならば，剰ヒ海区冷水優勢年は，その翌年に出現する。

1974年以降の東北海区の冷水優勢年は黒潮大蛇行の消滅とは関係がないようではあるが，1975

年は大蛇行が始まった年であり，その後1980年までこれが持続していた。しかし，1977年5月に

は一時的に大冷水塊が切離し，蛇行がなくなった時即があった。
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増沢（1965）も”C型冷水塊はA型冷水塊の消滅期

にはだいたいいつでも出現するようであるから，将来

もこのような時期には，1963～64年と同様な異常現

象が発生することを予期して対処すべきであろう”と

述べている。

結論

資料を時系列または，統計解析した結果，冷水の南

下については，東北海区において次のような傾向のあ

ることが分かった。

（1）2月の100m深水温5℃の先端位置が370N以南

にあり，しかも，100m深水温10℃の先端位置と

の間隔が接近している年は強い冷水の南下がある。

（2）　2月の100m深水温10℃の先端位置が36．50N以

南にある年は冷水の南下がある。

（3）　2月の100m深水温5℃の先端位置と100m深水

黒潮大蛇行の消滅と東北海区冷水
優勢年との対比。

黒潮大蛇行　　　東北海区冷水優勢年
消滅年月　　　（冬春期：1～6月）

1944欄半？　　→†壬32g墓

1952年4月頃（準）→l壬3喜指

1955年12月頃　　　　　→1956年

1963年5月頃　　→i王3喜喜葦

1969年12順〔準）→（三言完等

1977年5月頃・冷水塊切断弓3完等

1980年8月　　　→壬呂≡捨？
（準）・・・・・…・・・・準大冷水塊（B型冷水塊）

（注）1969年（準）を二谷（1969）は〟型
と呼びB型よりもっとA型に近い
形としている。

温10℃の先端位置との間隔が接近している年は冷

水の南下がある。

（4）10月の100m深水温5℃の先端位置と翌年2月の100m深水温5℃の先端位置とは高い正の相

関がある。

（5）秋期の鹿島灘の海況パターンが0パターンになると，翌年の冬・春期の海況パターンも0パタ

ーンとなる。

（6）東北海区の冷水優勢年は2年連続する。

（7）黒潮大蛇行の消滅と東北海区の冷水優勢年とは関係が深い。

（a）黒潮大蛇行の消滅が冬・春期ならば，東北海区の冷水優勢年もその年に出現する。

（b）黒潮大蛇行の消滅が夏・秋期ならば，東北海区の冷水優勢年はその翌年に出現する。

おわりに

本論のように時空間的に異なった現象が，互いに関係のあることは，統計解析等によって分かる

が，何故にそれ等の現象が関係しているのかということについては，推論の城を脱していない。従

って，このような関係が生じるための起因についての調査研究を行なわないかぎり，これ以上の進

歩は期待できない。

今後は時空間的に異なった現象が何故に関係づけられるのかといったような機構の解明が急がれ

るところである。

本報告をまとめるにあたり，原稿の校閲を衡囲いした当揚場長渡辺徹氏，東海区水研技官友走彰

氏に感謝いたします。また有益な御意見を聞かせていただいた関東・東海ブロック水産海洋連絡会

のメンバーの諸氏に感謝いたします。終りに作図の労をわづらわした小林広美妓に感謝いたします。
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